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再生医療実用化研究

（組み替え）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

・再生医療製品の薬事
承認申請が複数

・治験、企業の事業化
につながる臨床成績

免疫アレルギー等研究事免疫アレルギー等研究事
業（健康局）へ業（健康局）へ

医工連携研究推進基盤研究医工連携研究推進基盤研究
（新規）（新規）

再生医療等研究事業（～再生医療等研究事業（～H19H19））

再生医療分野

臓器移植分野

社会還元加速Ｐ

活動領域拡張医療機活動領域拡張医療機
器開発研究器開発研究（組み替え）（組み替え）

出口に近い研究成果を社会還元Ｐに順次移行

身体機能解析・補助・代替身体機能解析・補助・代替
機器開発研究事業（～機器開発研究事業（～H19H19））

再生医療拠点医療機関等の活用

革新的医療機器開発
の加速

・治験、企業の事業化
につながる臨床成績

産官学患連携

計画段階から産官
学患の各者が設計

に関与

臨床研究の成果

（創医療機器）

・低侵襲診断・治療機器開発

・社会復帰型治療機器開発

・革新的在宅医療機器開発

中間見直し

（22年度）

日本の医工学研究の
研究者、支援者の人的
整備など拠点形成

医師の技能研修・トレーニング
工学系研究者のトレーニング育成
新規医療機器開発

の場（プラットホーム）の提供

中間見直し

医療機器開発推進研究事業

（一部新規・組み替え）

3年＋20億円

3年＋30億円

3年＋7.2億円

 

 

基礎研究 前臨床研究 臨床研究 治験

再生皮膚

再生心筋

再生軟骨

再生角膜

再生骨

再生肝臓・膵島

脊髄・神経再生

細胞・組織片を用いて培養等により組織を再生し、治療の目的で使用する医療。
欠損した臓器・身体機能の補完・強化等が可能。

（参考）これまでの再生医療研究の成果

10年後

再生皮膚・骨軟骨等
製品の普及
再生角膜・心筋・神経
再生の実用化

世界の再生医療技術の３分の１を日本発に！世界の再生医療技術の３分の１を日本発に！世界の再生医療技術の３分の１を日本発に！

国民の幸福
最先端の有効かつ安全な

医療を国民へ

国民の幸福
最先端の有効かつ安全な

医療を国民へ

国際競争力の強化
日本の医療技術を世界へ

国際競争力の強化
日本の医療技術を世界へ

マウス細胞と共培養する皮膚再生法では欧米が
製品化。無血清非共培養法では日本が先行。

細胞のみを原料とする再生骨・軟骨
は欧米が先行。
人工マテリアルとの複合型細胞・
組織製剤としては我が国が猛追。

角膜再生技術は
我が国が先行。

細胞再生技術は欧米、再生
組織としては、我が国が先行。

脊髄再生ではポルトガルが先行。
神経再生では我が国と欧米は互角。

体性幹細胞による肝細胞再生技術は米国に加え
韓国が先行。膵島再生技術は互角。

米国・ＥＵ

米国

米国等

米国・ＥＵ

米国・韓国

米国・ＥＵ

米国・韓国次世代


